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防災教育・防災学習に関する研究の趨勢と 
本学・コンソーシアムでの取り組み

CUC公開講座2024「地域防災学習拠点としての大学」



安全・安心な 
都市・地域づくり 
活動概要
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学長プロジェクト3 
の活動全体像
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1930年7月19日　東京朝日新聞夕刊２面 

『広辞苑』第1版（1955年刊行）

『広辞苑』第8版（2018年刊行）

「台風の上陸」は、 
いつから自然な表現として 
受容されたのだろうか？？



「台風の上陸」が 
自然な言葉になった 
のは経済成長期以降
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第2版補訂版 
（1976年刊行）

第3版 
（1983年刊行）
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朝日新聞における「台風の上陸」に関する記事*

60-80年代に何があったのだろうか？

* 朝日新聞クロスサーチでの検索による集
計結果に基づく



1959年9月26日　朝日新聞朝刊11面 

??
戦後 
　米軍機による航空観測の導入 

1924年8月21日 
　國民新聞で天気図の掲載開始

1939年3月 
　東京放送局のラジオで天気予報が放送

上陸前に上陸の科学的予測が可能に

1977年9月8日 
　静止気象衛星ひまわりが試験観測を行い、 
　台風9号の画像を気象台に送信 

「予測」により、台風が列島に進
入する姿が見えるようになった



2024年8月30日　朝日新聞朝刊1面 

リアルタイム被害予測アプリCMAP 
における2019年台風15号の記録

予測の需要

不確実性への関心

技術開発

開発への 
投資誘因

精度・利便性

予測技術の 
生活への浸透

＋

＋

＋ ＋

＋＋

＋

行動様式だけでなく 
言葉、制度も変化• 観測/予測精度 

• 即時性、携帯性 
• データ可視化

ゼロサムゲームからの脱却

未来への投資の価値向上

無知の自覚・観察実験の科学
• 農耕・航海技術 
• ハーバーボッシュ法 
• …etc.

Y.N.ハラリのいう、 
「科学革命」

様々な予測情報を踏まえた、 
地域・企業・大学連携の 

防災学習システムが必要ではないか
Harari, Y. N. (2011) Sapiens, Penguin Random House (日本語訳版『サピエンス全史』)



「予測社会」を生きる 
社会人のための 
防災学習とは？？
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認知-制度

社
会
の
規
模

個人

広域

一人一人の 
認知

制度・技術

地域 
・企業

家庭など 
小集団

個人

公共 
・市場

ローリングストック
非常用持出袋・防災グッズ

情報リテラシー

防災アプリ 
の導入

地区防災計画

BCP
事前復興

公開情報の 
利活用

公的事業の 
リスク管理

避難路の事前確認
避難訓練

避難訓練 
各種擬似体験

警戒アラートの 
試運転

リスクコミュニケーション
避難所運営

プランニング 
リーダーシップ

防災知識

個別 
避難計画

各種 
コンテンツ制作

防災減災インフラ技術

リスク評価・保険数理
観測技術・予測技術
防災減災復興ガバナンス

避難時 
医療・保健

文化遺産保全

災害に強い住宅

アナウンス技術
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防災知識

個別 
避難計画

各種 
コンテンツ制作

文化遺産保全
「予測社会」を生きる 
社会人のための 
防災学習とは？？

災害に強い住宅

アナウンス技術
(1) 災害情報の処理 
• 数値で表される様々な情報
の取得と解釈 
• 解釈に困ったときの情報検
索、ファクトチェック、
「ウラドリ」 
• 特に最近では「フェイク画
像/動画」としても



「予測社会」を生きる 
社会人のための 
防災学習とは？？
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(2) 「経営者目線」の獲得 
• 「自分がうまく防災を実践
する」から、 
• 「地域や企業が全体として
災害に対処する」への意識
の転換 
• 計画への参加、計画の観察



個人情報が含まれるため、 
配布資料ではマスクします

個人情報が含まれるため、 
配布資料ではマスクします

防災学習の実践 
(商経学部小野ゼミ)

X 大学発行学生用防災マニュアルの 
比較研究

高知県黒潮町における 
高齢者避難支援に関する研究

大学が学生向けに配布している「学生用 
防災マニュアル」の内容を比較するた
め、千葉県内の大学に電話で聞き取り調
査。県内大学の傾向を分析。

最大40m超の津波が想定されている高
知県黒潮町における、避難計画や平時か
らの防災の取り組みについて文献とイン
タビューで調査。



予測技術は 
何に活かされるのか

• 予測技術・計算処理技術が高度になる中で、 

• 予測情報は「視覚的には明瞭」「数値的には
難解」になりつつある 
• 例えば、「被災率」とは具体的に何を表し
ていて何をもとに算出したのか、など 

• 人々が予測情報と正しく向き合い、行動を選
択し計画を立てるためにどうすべきか？ 

• 公開講座では内田発表に関連
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擬似体験と 
リフレクションの 
学びのプロセス

• ゲーミング/ゲーミフィケーション 
• 物事の主要な構成要素を抽出し、ゲーム化
して訓練に取り入れる 
• 古くは軍隊の頭上訓練 
• 避難所運営ゲーム、クロスロード etc. 

• デブリーフィング（debriefing） 
• ゲームの中での体験を、実世界での行動・
計画につなげる作業 

• 公開講座では、前田発表と西尾発表に関連
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